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復命書 

 
 
　先に行った議員個人研修について、下記のとおり復命いたします。 
 
 

記 
 
 
１．期　　間　　令和８年１月１４日（水）から１６日（金）まで 
 
２．視 察 先　　愛知県小牧市及び静岡県浜松市 
 
３．視察事項　　（１）愛知県小牧市 

基地対策について 
　　　　　　　　（２）静岡県浜松市 

基地対策について 
 

 



４．視察概要 
 
（１）愛知県小牧市 
 
○小牧市役所　基地対策について 
小牧市役所において、基地対策に関する説明を受けた。 
「小牧基地」は「特定防衛施設」として、「小牧市」は「特定防衛施設

関連市町村」として指定されており、国から交付される「特定防衛施設周

辺整備調整交付金」を充当し、公共用施設の整備や生活環境の改善等に寄

与する様々な事業を実施している。 
令和６年度においては、「西部コミュニティセンター施設整備事業」

「小木上会館改修整備事業」「質量分析装置購入事業」を実施したとの説

明があった。 
また、小牧基地における騒音問題については、小牧基地所属の自衛隊機

に加え、隣接する三菱重工業（株）での整備点検のために飛来する自衛隊

機、Ｃ－１３０輸送機の低空飛行、夜間訓練、ヘリコプターの旋回などが

あり、市民からの苦情内容に対し有効な解決策がないのが実情であるとの

ことだった。 
 
○小牧基地 
航空自衛隊小牧基地については、昭和３４年に航空自衛隊として開庁

し、その後第２種空港に指定され名称が名古屋空港となった経緯などの説

明があった。 
滑走路については官民で共用しているが、防衛省設置管理の共用飛行場

ではなく愛知県が管理しているとのことだった。 
また、自衛隊と地域住民の交流については「小牧基地オープンベース」

が毎年開催され、ブルーインパルスの展示や飛行が行われる年もあり、多

くの参観者が訪れているとの説明があった。 
基地内を移動しながら、Ｃ－１３０Ｈ（輸送機）などの実機の見学をし

ながら説明を受けた。 
 
 
（２）静岡県浜松市 
○浜松市役所　基地対策について 
浜松市役所にて、基地対策についての説明を受けた。 
浜松市における基地対策は、航空自衛隊浜松基地の運用に伴う騒音軽減

や民生安全対策が中心となっている。南関東防衛局と連携し、周辺住民へ



の補償や住環境整備、オスプレイなどの予防着陸時における情報共有や監

視体制の強化に取り組んでいる。 
また、浜松市基地対策協議会を設置し、代表委員会を開催している。代

表委員１７名のほか、南関東防衛局９名、航空自衛隊浜松基地３名、浜松

市の関係部局から８名も出席し基地周辺整備事業についてなどが協議され

ているとのことだった。 
 
 
５．所感 
自治体規模や基地の種類など、様々な違いはあるが、同じく基地を抱える

自治体としての課題は共有することができた。特に騒音問題についての市民

の苦情や不安はどの自治体においても大きな課題となっており、対策につい

ても苦慮していることがわかった。 
今回の視察内容を参考とし、当市の基地対策にも活かしていきたい。 

 


